
敬老祝金支給条例　変遷 資料３ 

施行日 支給名称 対象者 支給内容等 備考

昭和33年3月6日
条例制定～昭和36年

養老年金 満77歳以上 年金　2,000円

昭和37年～昭和41年 敬老年金 満77歳以上 年金　1,000円

昭和42年～昭和46年 満77歳以上 年金　2,000円

昭和47年～昭和48年 満77歳以上 年金　3,000円

昭和49年～昭和52年 満77歳以上 年金　5,000円

昭和53年～平成4年 敬老祝金
満77歳以上
満88歳未満

祝金　5,000円

満88歳以上 祝品　5,000円相当

平成5年～平成8年
満77歳以上
満88歳未満

祝金　5,000円

満88歳以上
満99歳未満

祝金　10,000円

満99歳以上 祝金　30,000円

満88歳 祝品　5,000円相当

満99歳 祝品　10,000円相当

最高齢者 祝品　30,000円相当

平成9年～平成10年 満77歳 祝金　5,000円

満88歳 祝金　10,000円

満99歳 祝金　30,000円

最高齢者 祝金　50,000円

平成11年～平成21年 満77歳 祝金　5,000円 平成12年　介護保険法制定

満88歳 祝金　10,000円

満99歳 祝金　30,000円

満100歳以上 祝金　50,000円

平成22年4月1日～現在 満77歳 祝金　5,000円 平成27年　介護保険制度改正

満88歳 祝金　10,000円

満99歳 祝金　20,000円

満100歳以上 祝金　30,000円

平成29年4月1日～（案） 満88歳 祝金　10,000円 平成29年　「新しい総合事業」開始

満99歳 祝金　20,000円

満100歳以上 祝金　30,000円

昭和36年　国民皆保険・皆年金制定
昭和38年　老人福祉法制定
昭和40年　夫婦で1万円の
　　　　　　　老齢福祉年金支給
昭和44年　夫婦で2万円の
　　　　　　　老齢福祉年金支給
昭和48年　「福祉元年」
　　　　　　・老人医療費無料化
　　　　　　・老人福祉年金等の大幅
　　　　　　　アップ
　　　　　　・年金の自動物価スライド
　　　　　　　導入
            ・夫婦で5万円の
　　　　　　　老齢福祉年金支給
昭和58年　老人保健法改正
　　　　　　・受診時に一定の自己
　　　　　　　負担
昭和59年　健康保険法改正
　　　　　　・健保本人1割負担
昭和60年　年金制度改正
　　　　　　・年金一元化の第一歩


